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１．地域に根ざした医療 ３．患者様中心の医療 

当院では、ご利用の皆様へより良い医

療をやさしく安全に提供し、納得のい

く医療を受けていただけるよう、努力

しています。そうした私達の医療活動

の前提として、患者様には以下に掲げ

るような、「患者様の権利」があり、

私達医療従事者にはそれを守り発展さ

せる義務があると考えています。 

 ■診療時間 

 午前９時～午後５時３０分 

 土曜日 午前中 

 ■休診 

 第２・４土曜日 

 日曜日・祭日（急患はこの限りではありません） 

５．健全な病院経営基盤の確立 

４．ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ機能の充実 ２．医療レベルの向上 

患者様の権利章典 

 

 当院の基本方針 
地域住民の健康の増進を図り、信頼される病院を目指し地域医療に貢献いたします 
 

診療担当医表 平成26年11月現在 

詳しい情報については、ホームページでご覧下さい。 
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URL  http://www12.ocn.ne.jp/~takemoto 

 

あなたには、人格を持った個人として

尊重される権利があります。 

 

あなたには、必要かつ最善の医療を平

等に受ける権利があります。 

 

あなたには、十分な説明と情報提供を

受けたうえで、治療方法などを自らの

意思で選択する権利があります。 

 

あなたには、あらゆる医療記録に記録

されたご自分に関する情報の提供を求

める権利があります。 

 
 

あなたの医療上の個人情報、およびプ

ライバシーは保護される権利がありま

す。 

竹本病院広報委員会 
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誠に勝手ながら１２月２７日～１月４日の間 休診とさせていただきます 
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災害時炊き出し訓練を行いました 

平成二十三年三月十一日に起きた東日本大震災。それ以前から当院でも防災訓練や非常食の備蓄などの災害

対策をしていましたが、震災以降、さらに防災に対する意識が変化したことを実感しています。 

 当院では南海大地震などの災害を想定して、飲料水や非常食等の備蓄に努め、入院患者さんはもとより、

職員全体の飲食物を補えるようにしています。そこで今回は災害時炊き出し訓練をおこないました。 

防 災 意 識  

～訓練工程～ 
 

・職員の非常備蓄品の確認をする。 

 

・Ａ、Ｂチーム各８名に分かれ、炊

き出し訓練をする。（カレーライス

とおにぎりを作る。） 

 

条件・・・屋外で灯油式ガスコンロ、

一斗缶+炭、ガスコンロを利用する。 

水道は使用できる。厨房は使えない

とする。 

（今回は、カレー皿、スプーン、麦

茶は事前に用意しています。） 

   

≪各班で実施すること≫ 

ご飯を作るための一斗缶の火熾し、

ガスコンロのセッティングをする。 

 

ポリ袋を利用して米を炊く準備。

0.5合/袋 （A：無洗米5袋 B：白

米5袋） 

 

残りの米を羽釜で炊く。※ポリ袋米

使用 

   

≪A、Bチーム合同ですること≫ 

灯油式ガスコンロでインスタントカ

レーを温める。 

カレーライス盛り付け、おにぎり

（塩味）を作成する。  

職員の災害時非常備蓄品を確認 

炊き出し訓練の様子 

ポリ袋が鍋からはみ出ると熱

で溶けるので注意する。 

皿にラップをしてカレーラ

イスを盛り付け水の節約を

しているチームもあった。 

当日、風はあったものの、段ボールで風除けを作るなど各チーム工夫していました。また火熾しでは火がすぐ着

いたので、作業がスムーズに行えていました。参加したスタッフからは「カレーがアツアツで美味しかった。本

当に災害で、停電や建物損壊にでもなっていると、寂しい気持ちになると思われるが、温かい食事があれば、少

しは救われると思う」といった感想もありました。今回の訓練ではチームワークよく予定時間より早く終了でき

ました。今後も災害時のいろいろな状況を想定した訓練を行い、「自助、援助」のスキルアップを目指します。 

おにぎりは、軍手をして手袋

を付け、作るなど工夫した。 

無事においしいカレー＆おに

ぎり完成！みんなで試食！ 
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毎年秋から冬にかけては、インフルエンザの流行シーズン

です。高熱や関節の痛みなどを伴い、人によっては重症化

するおそれもあります。流行を防ぐためには、原因となる

ウイルスを体内に侵入させないことや周囲にうつさないよ

うにすることが重要です。インフルエンザの感染を広げな

いために、一人一人が「かからない」「うつさない」対策

を実践しましょう。 

インフルエンザは、インフルエンザウイルスが体内に入り込むことによって起こります。インフルエン

ザのウイルスにはA型、B型、C型と呼ばれる3つの型があり、その年によって流行するウイルスが違いま

す。これらのウイルスのうち、A型とB型の感染力はとても強く、日本では毎年約1千万人、およそ10人 

に1人が感染しています。 

インフルエンザにかかっても、軽症で回復する人もいますが、中には、肺炎や脳症などを併発して重症

化してしまう人もいます。 

インフルエンザの怖さ 

重症化する危険が高い人 
高齢者・幼児・妊娠中の女性・持病のある方（喘息のある人、慢性呼吸器疾患（COPD）、慢性心疾患の

ある人、糖尿病など代謝性疾患のある人 など） 

 

感染経路は「飛沫感染」と「接触感染」 

インフルエンザがどのようにして感染するのかを知っておきましょう。インフルエンザウイルスの感染

経路は、飛沫感染（ひまつかんせん）と接触感染の2つがあります。 

10月19日四万十川ウルトラマラソンがあり、

当院ランニングサークルの所属スタッフが参

加させていただきました！コースの特徴は、

最初の難関である２０ｋｍすぎの峠を越える

と目の前には四万十川のパノラマが広がりま

す。そこから川沿いに下り、途中欄干がなく

増水時には川に沈む「沈下橋」を２ヵ所渡る

山間コースとなります。当日は、たくさんの

ボランティアスタッフや沿道の皆様の惜しみ

ない声援がランナーの背中をゴールまで後押

ししてくれたそうです。写真では見えにくい

ですが竹本病院ランニングクラブとプリント

されたＴシャツを着て、皆さんがんばって

走ってくれました。 

当院では年１回職員のハワイ研修旅行を行っております。 

今回は１０月２８日から６日間の日程で、当院スタッフ２名

に参加していただきました。今回の研修先はホノルルにある、

聖ルカ・クリニックでした。この病院はハワイに在住の日本

人の為のクリニックで、日英両語で診察が受けられます。今

回、現地で働く医師や看護師の話を聞き、またその施設見学

を終え、忙しい職場を少し離れた異国の地で新しい情報を得

て新鮮な気持ちになることができたようです。又、ショッピ

ングやレジャーも満喫されていたようで心身共にリフレッシ

ュできたのではないかと思います。 

研 修 

旅 行 



①レクリエーションについて ②地域包括ケア病棟転換後の取り組みを振り返る 「認知症について」 
　～病棟スタッフの意識調査を試みて～ 　　講師：医療法人 鳴子会　菜の花診療所 
　　　　　渡川病院　看護師　岡村 恵 　　　　　 　　竹本病院　看護師　今城 奈緒美 　　　　　　　　　　　　　北村ゆり先生 
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平成２６年１１月１日に第１６回合同発表会を中村地区建設協同組合会館にて開催いたしました。竹本病院では毎年一回、当院及び当院関連施設によって、業務に関わる研究発表の場を設けています。

この年一回行われる「合同発表会」では毎年、様々な職種の方々に発表いただいており、日頃の努力の成果が見て取れる素晴らしい研究成果が挙がっています。又その研究成果を参考にしようと、近隣

地域の医療、施設関係の方々が多数出席され、発表する側、聞き手側の両方に実りあるものとなっております。第Ⅱ部の講演では、講師として医療法人鳴子会・菜の花診療所の北村ゆり先生をお迎えし

て「認知症について」のテーマのもと、認知症症例が経験豊富な先生の体験談もふまえて、どなたでも理解しやすい内容であった為、大変有意義で興味深い講演でした。 

この合同発表会では施設を超えて情報を共有し、それぞれの立場から皆さんで一緒に考えて現場に持ち帰り、実践する機会になる事を目的に開催しています。 

Ⅰ部：演題発表 
 

①レクリエーションについて 

 ～病棟スタッフの意識調査を試みて～ 

        渡川病院 看護師 岡村 恵 

 

 

②地域包括ケア病棟転換後の取り組みを振り返る 

        竹本病院 看護師 今城 奈緒美 

 

 

③質疑応答 
 

 

Ⅱ部：講演 
 「認知症について」 

  講師：医療法人 鳴子会 菜の花診療所 

     北村ゆり先生 


